(幡隨 院長 兵衞の 子分 並木の 長吉、 橋 場の 仁 助 は 

床几に 腰 を かけて ゐる。 茶店の 娘 は 茶 を 出して ゐ 

みや かぐら 

る。 宫 神楽の 音き こ ゆ。) 

娘 お茶 一 つお あがりな され ませ。 

長吉 桜 も 今が 丁度 盛り だね。 

娘 こ、 四 五日のと ころが 見頃で ござります。 それに 

当年 はい つもよりも 取 分けて 見事に 咲きました。 

長吉 山 王の 桜と いへば、 おれたちが 生れね え 先から 

の 名物 だ。 山の手で 桜と 云 や あ 先 づこゝ が 一 番 だら 

うな。 

仁 助 それ だから 俺達 も わざ/ \ 下町から 登って 来た 



の だ。 それで 無け り や ああん まり 用の ねえと ころ だ _ 

長吉 これ、 神様の 前で 勿体ね えこと を 云 ふな。 山 王 

様の 罰が あたる ぞ。 

仁 助 山 王様 だって 怖え もの か。 おれに は 観音様が 附 

いて ゐ るの だ。 

娘 お 背中に ぢゃ あご ざいません か。 (笑 ふ。) 

仁 助 やい、 やい、 こん 畜生。 ふざけた こと を 云 や あ 

力るな 

ね 5; ま 

長吉 まあ、 静かに しろ。 どうせ 姐さん に 褒められる 

柄ぢゃ あねえ や。 は、、、、、、。 

娘 ほ、、 とんだ 粗咱を 申しました。 



(ふたり は 茶 をのんで ゐる。 石段の 上よ リ青 山播 

磨、 廿五 歳、 七 百 石の 旗本。 あみ 笠、 羽織、 袴。 

あとより 權次、 權 六の 二人、 いづれ も 奴に て附添 

ひ 出 づ。) 

播磨 桜 はよ く 咲いた な。 

權次 まるで 作り物の やうで ござり まする。 

權六 たなばたの 赤い 色紙 を 引裂いて、 そこらへ 一度 

に 吹き付けたら、 斯う も あらう かと 思 はれます る。 

播磨 はて、 むづ かしい こと を 云 ふ奴ぢ や。 それより 

一 口に、 祭礼の 軒 飾りの や うぢ やと 云へ。 



(三人 は 笑 ひながら 石段 を 降りる。) 

娘 お休みな され ませ。 

(三人 は 上の 方の 床几に かゝ る。 長 吉と仁 助 は 見 

てさゝ やき 合 ふ。 娘 は 茶 を 汲んで 三人 に 出す。 ) 

長吉 おい、 ねえさん。 こっちへ ももう 一杯 呉ん ねえ _ 

娘 はい、 はい。 (茶 を 汲んで 来る。) 

長吉 (飲まう として わざと 顔をしかめる。) こり や あ 

熱く つて 飲めね え や。 

(長吉 はわ ざと その 茶を播 磨の 前にぶ ちまけ る。) 

權次 や あ、 こいつ 無礼な 奴。 なんで 我等の まへ に 茶 

をぶ ちまけ た。 



權六 かう 見たところが 粗相で ない。 おのれ 等 喧嘩 を 

売らう とする のか。 

長吉 売らう が 売る めえ が こっちの 勝手 だ。 買 ひたく 

なけり や 買 はねえ まで だ。 

やっこ 

仁 助 一文 奴の 出る 幕ぢゃ あねえ、 引 込んで ゐろ。 

こっち は 手前 達 を 相手に する んぢ やねえ や。 

播磨 然 らば 身 どもが 相手と 申す か。 (笠 を 取る。) 

しさい 

仔細 もな しに 暄嘩を 売る、 おのれ 等の やうな ならず 

くばう さま 

ものが 八 百 八 町に はびこれば こそ、 公方 様お 膝元が 

騒がしい のぢ や。 

(この 以前より 放 駒の 四郎 兵衞、 町 奴の こしら へ 



にて 子分 二人 を つれ、 石段 を 降り 来り、 中途に 立 

ちて 窺ひゐ たりし が、 この 時ず つと 前に 出る。) 

しさい やまいぬ 

四 郎兵衞 仔細 もな しに 咬み 付く やうな、 そんな 病 犬 

は 江戸 にゃあ ゐ ねえ や。 白 柄 組と か 名 を 付けて、 町 

人 ども を嚇 して あるく、 水 野 十 郎左衞 門の 仲間のお 

侍、 青山 播磨 様と 仰し やる の は、 たしか あなたで ご 

ぜ えました ね。 

やま むら ざ 

萬藏 さう だ、 さう だ。 この 正月に 山村 座の まへ で、 

水 野と 暄曄 をした ときに、 たしかに 見かけた 侍 だ。 

彌作 違えね え。 坂 田の 何とかい ふ 奴と 一緒にな つて、 

その 白 柄 を ひねくり 廻した の を、 俺 あ ちゃんと 覚え 



てゐ るんだ。 

(長 吉と仁 助 は 床几 を ゆず リ、 四 郎兵衞 はまん 中 

に 腰 を かける。) 

播磨 むゝ、 白 柄 組の 一人と 知って 喧嘩 を 売る から は、 

さて はお のれ は 花 川 戸の 幡隨 院長 兵衞が 手下の 者 か。 

四 郎兵衞 お 察しの 通り、 幡隨 院長 兵衞の 身内で も、 

ちっと は 知られた 放 駒の 四郎 兵衞。 

長吉 並木の 長吉。 

仁 助 橋 場の 仁 助。 

W 泰 口 W ミ 3 s so 
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彌作 田 町の 彌作 だ。 



つち を 溜池へ ぶち 込む 前に、 そっちが 山 王の 括り 猿、 

御子 供 衆のお 土産に ならね え やうに 覚悟 をし なせえ。 

播磨 われく が 頭と たのむ 水 野 殿に 敵意 を 挟んで、 

とかくに 無礼 を はたらく 幡隨 院長 兵衞、 いっか は懲 

らして くれん と 存じて 居った に、 その子 分と いふお 

のれ 等が、 わざと 暄 曄を搬 むから は、 もはや 容赦 は 

ぢさ /、 

相 成らぬ。 望みの 通り 青山 播 磨が 直々 に 相手に なつ 

てく る > わ。 

四 郎兵衞 い、 覚悟 だ。 お逃げな さるな。 

播磨 なに を 馬鹿な。 

子分 四 人 え、、 休めち まへ、 休めち まへ。 



(播磨 も 權次權 六 も 身が まへ する。 四郎 兵衞、 そ 

の 他 四 人 も 身 繕 ひして 詰めよ る。 娘 はう ろ/ \し 

てゐ る。 この 時、 陸 尺に 女の 乗物 をかゝ せ、 若党 

二人 附添 ひて 走らせ 来り、 喧嘩の まん 中へ 乗物 を 

おろす。) 

長吉 おい、 おい。 お前 達 も 目 さきが 利かね え。 

仁 助 こ、 へ、 そんな もの を 卸して どうす るんだ。 

二人 退いて くれ、 退いて くれ。 

(權次 權六は 若党の 顔 を 見て おどろく。) 

權次 お、、 こなた は 小石 川の。 

權六 潞川 様の 御 乗物 か。 



(乗物の 戸 を あけて 漉 川の 後室 眞弓、 五十 余 歳、 

うちかけ 

禰襠 すがたに て 出 づ。) 

播磨 お、、 小石 川の 伯母 上、 どうして こ、 へ …… 。 

ぼ だ いしょ 

眞弓 赤 坂の 菩提 所へ 仏参の かへ り路、 よいと ころへ 

来 合せました。 天下の 御 旗本と も あるべき 者が、 町 

たて ひき たて いれ 

人 ども を 相手に して、 達 引と か 達 入と か、 毎日 毎日 

の暄嘩 沙汰、 さりと は 見 あげた 心掛ぢ や。 不断から 

あれほど 云うて 聞かして ゐる 伯母の 意見 も、 そなた 

とい ふ 暴れ馬の 耳に は 念仏 さうな。 主が 主なら 家来 

までが 見習うて、 權次、 權六、 そち 達 も 悪あがきが 

過ぎ ませう ぞ。 



權次權 六 〔# 「權 次」 と 「權 六」 は 横 並びにな つてい る〕 

あい、 あい。 (頭 を 押へ て うづく まる。) 

四 郎兵衞 見れば 御大 家の 後室 様、 喧嘩の まん 中へ お 

さば おぼしめし 

越しな されて、 このお 捌き をお 付けな さる 思 召で 

ござります か。 御 見物なら もう 少し あとへ お 退リ下 

さり ませ。 

眞弓 差 出た 申 分か は 知り ませぬ が、 この 喧嘩 はわた 

きび 

しに 預けて はく ださり ませぬ か。 播磨は あとで 厳し 

う 叱ります。 まあ 堪忍して 引いて くだされ。 

四 郎兵衞 さあ。 (思案す る。) 

長吉 でも、 このま、 で 手 を 引いて は。 



免じて、 こゝは 素直に 帰り ませう。 長 吉も仁 助 も 虫 

を こらへ ろ。 

眞弓 よう 聞き分けて 下された。 そんなら こ、 はおと 

なしう。 

四 郎兵衞 どうも 失礼 をいた しました。 もし、 白 柄 組 

のお 侍。 いづれ 又 どこかで 逢 ひませ ぅぜ。 (長吉 仁 

助 等に。) 今 聞く 通り だ。 さあ、 みんな 早く 来い、 来 

ヽ o 

レ 

長 吉仁助 〔# 「長 吉」 と 「仁 助」 は 横 並びにな つてい る〕 

.& 、ヽ ち ぺ o 

(四 郎兵衞 は 先にた ちて、 長 吉と仁 助と 子分 二人 



は 去る。) 

眞弓 これ、 播磨。 こ、 は 往来 ぢゃ。 詳しい こと は屋 

敷へ 来た 折に 云 ひませ うが、 武士た る ものが 町 奴と 

じんぎ 

かの 真似 をして、 白 柄 組の 神祇 組のと、 名 を 聞く さ 

へ も 苦々 しい。 喧嘩が なんで 面白から う。 喧嘩 商売 

は 今日 かぎり 思 ひ 切らねば なリ ませぬ ぞ。 

播磨 は あ。 

眞弓 きかねば 伯母 は 勘当 ぢゃ。 わかりました か。 

播磨 は あ。 

眞弓 それ。 

(眞弓 は 眼で 知ら すれば、 陸 尺 は 乗物 を舁 きょせ 



る。 眞弓は 乗物に 乗りし が、 再び 首 を 出す。) 

眞弓 これ、 播磨。 そちが 悪あがき をす ると 云 ふ も、 

ひとりみ 

一 つに は いつまでも 独身で ゐ るからの こと ぢゃ。 こ 

の 間 もちよつ と 話した 飯 田 町の 大久 保の 娘、 ど うぢ 

や、 あれ を 嫁に 貰うて は。 

播磨 さあ。 (迷惑 さうな 顔。) 暄嘩 のこと は 兎 も かく 

も、 その 縁談の 儀 は ：•：• 。 

眞弓 忌ぢ やと 云 ふの か。 (かんがへ る。) ほかの 事と 

も 違うて、 これ は 無理 強 ひに もなる まい か。 そんな 

ら それ は それと して、 かへ すがへ す も 白 柄 組と やら 

の附合 は、 きっと 止めねば なり ませぬ ぞ。 



播磨 は あ。 

(眞弓 は 乗物の 戸 をし める。 若党 等は播 磨に 一 礼 

して 向う へ 乗物 を舁 いて ゆく。 ) 

權次 殿様。 悪い ところへ 伯母 御 様が お見えになり ま 

して。 

權六 わたくし 共まで が 飛んだ お 灸を据 ゑら れ ました。 

播磨 (笑 ふ。) 伯母 様 は 苦手 ぢゃ、 所詮 あたま は 上ら 

ぬわ。 今 伯母 様に 叱られた、 その 白 柄 組の 水 野 どの 

は、 仲間の もの を 誘 ひ 合せて、 今夜 わが 屋敷へ まゐ 

らる、 箬ぢ や。 酔うたら 又 面白い 話が あらう。 

(風の 音して 桜の 花ち りか 、 る。 ) 



播磨 お、、 散る 花に も 風情が あるな う。 どれ、 そ 

ろ/^ 帰らう か。 

權次權 六 〔# 「權 次」 と 「權 六」 は 横 並びにな つてい る〕 

は あ。 

(權次 は 茶代 を 置く。 娘 は 礼 をい ふ。 播磨は 行き 

かゝ る。) 

第一 一場 

番町 青山 家の 座敷。 二重 屋体 にて 上の かたに 床の 

間、 つ y いて 襖。 庭に は 飛び石。 上の 方に 井戸 あ 



りて、 井戸の ほとりに 大 いなる 柳 を 栽 ゑたり。 お 

なじ 日の 夕刻。 

(上の 方より 庭づた ひに、 用人 柴田十 太夫が 先に 

立ち、 腰元お 菊、 お 仙の 二人 出づ。 ふたり は 

かう らい やき 

高麗 焼 の 皿 五 枚 を 入れた る 箱 を 持 つ 。 ) 

十 太夫 これ、 大切の 御品ぢ や。 気をつけて 持って ゆ 

け。 よい か。 

二人 かしこまりました。 

十 太夫 唯今お 蔵から 取 出した ばかりで、 別に 仔細 も 

あるまい が、 念に は 念 を 入れよ と 云 ふこと も ある。 



お 勝手へ 持って 退る までに 兎 も かく も 一 度 吟味 をい 

たさう。 その 箱 を それへ 運べ。 

二人 はい、 はい。 

(三人 は 縁に あがる。 お 菊 は 先 づ箱を あけて 五 枚 

の 皿 を 出す。 十 太夫 は 眼鏡 を かけて 一 々にあら た 

める。 つ、 V いてお 仙 も 五 枚の 皿 を 出す。 十 太夫 は 

おなじく 検 めて うな づ く。) 

十 太夫 よし、 よし、 十 枚と もに 別条ない。 くどく も 

申す やう なれ ど、 これ は 大切のお 品ぢ や。 かならず 

粗相が あって はならぬ ぞ。 

お 仙 御用 人様。 この 十 枚のお 皿が 何う して その やう 



に 大切な の で) J ざり まする。 

十 太夫 そち は 新参、 詳しい わけ をよ く 知るまい が、 

このお 皿 は 高麗 焼で、 御 先祖 様から 代々 伝 はるお 家 

の宝ぢ や。 万 一 あやまって その 一 枚で も 打 砕いたら 

厳しい お 仕置、 先づ命 はない ものと 覚悟せ い。 

お 仙 え。 (顫 へる。) 

十 太夫 ぢ やによ つて 滅多に 取 出した こと はない のぢ 

やが、 今宵 は 白 柄 組のお 頭 水 野 十 郎左衞 門 様が お 越 

しに 相 成る について、 殿様 格別のお 心 入れで、 御料 

理の 器に そのお 皿 をお つか ひな さる。 又しても 諄 

く 申す や うぢ やが、 一枚 一枚 鄭重に 取り あっかへ。 



割る は 勿論、 疵を つけても 一大事 ぢ ゃぞ。 よい か。 

二人 はい、 はい。 

十 太夫 殿様が お帰りになる までに、 あちらのお 客間 

を 取片附 けて 置かねば ならぬ。 では、 そのお 皿 を 元 

の やうに 箱に 入れて、 お 勝手の 方へ 運んで おけ。 や 

れ、 忙しい こと ぢゃ。 

力み 力た 

(十 太夫 はそゝ くさと 庭に 降りて 上の 方に 去る。 

お 仙 は あと を 見送る。) 

お 仙 ほんに いつも/ \ 気ぜ はしい ぉ人ぢ や。 併し そ 

れ ほど 大切な お 皿なら よく 気をつけて 取扱 はねば な 

るまい。 なう、 お 菊 どの。 はて、 お前 は 何 をう つと 



りと して ゐ るの ぢゃ。 

お 菊 (突然に。) お 仙 どの。 

お 仙 なん ぢ やえ。 

お 菊 このごろ 殿様 は 御 縁談が あると かいふ 噂ぢ やが 、 

お前 それ を ほんた うと 思 ふかえ。 

お 仙 さあ それ は、 新参の わたしに は 判らぬ が、 なに 

やら そんなお 噂がないでも 無い やうな。 

お 菊 無いでも ないやうな。 (口のう ちで 繰 返す。) 若 

しあった としたら。 

お 仙 おめでた いこと ぢゃ。 

お 菊 さう かも 知れぬ。 (腹立たしげ に 云 ひしが 又 思 



ひ 直して。) いや、 それ は噓 であらう。 噓ぢ や、 噓ぢ 

や。 うそに 違 ひない。 

お 仙 でも、 殿様 ももう お 年頃 ぢゃ。 奥様 をお 貰 ひな 

さるに 不思議 は あるまい。 

お 菊 奥様 …… 。 (又 腹立たしげ に。) 内の 殿様 は 奥様 

などお 貰 ひな さる 害がない のぢ や。 

お 仙 はて、 そんなに 怖い顔 をして、 なぜ わたし を 睨 

むの ぢゃ。 お前 はこの ごろ 様子が 変って、 ぢ っと考 

へて ゐ るかと 思へば、 急に じれたり 怒ったり、 なに 

か 気合で も 悪い のかえ。 

うつむ 

(お 菊 はだ まって 俯向いて ゐる。 琴 唄の やうな 独 



吟 になる。) 

唄 A 世の中の 花 はみ じかき 命に て、 春 は 胡蝶の 夢 

なさけ 

うつつ、 なにが 恋 やら 情 やら。 

(お 仙 は 五 枚の 皿 を片附 けて 箱に 入れる。 お 菊 は 

やはり 考 へて ゐ る。) 

お 仙 おとなり のお 屋敷で は 又い つものお 琴のお 浚 ひ 

が 始まった やうな。 (箱 を か、 へて 起つ。) さあ、 お 

まへ も 早う お 勝手へ …… 。 わたし は 一足 さきへ 行き 

ます ぞぇ。 

(お 仙 は 庭に 降りて 下の 方に 去る。) 

お 菊 (苛々 して。) ぇゝ、 なんとし たもので あらう。 



わたしと いふ 者 を 打 捨てて、 ほかの 奥様 をお 貰 ひ 遊 

ばす やうな、 そんな 噓 つきの 殿様で ない こと は、 不 

断から よく 知って ゐる ものの、 小石 川の 伯母 様の 

おなかう ど 

御 媒介で、 飯 田 町の 大久保 様と やらから 奥様 をお 迎 

へな さる、 内 相談が あると やら。 (また 考 へる。) い 

や、 それ はほんの 人の 噂ぢ や。 お、、 さ うぢ や。 現 

にこの あ ひだ も 殿様に それ を 云うて 念 を 押したら、 

え、、 馬鹿め、 おれ を 疑 ふに も 程が ある。 まあ、 黙 

つて 長い 目で 見て をれ、 とた- V 一 口に 叱りな された- 

つか ま 

叱られて 嬉しかった も 束の間で、 又なん とやら 疑 ひ 

の 芽が 噴いて くる …… 。 え、、 もうどう ともなれ。 



唄 A 物に 狂 ふか 青柳 も、 風の まに/ \ もつれて 解 

けて、 糸の みだれの 果 しなき。 

(お 菊 は 少しく 悶れ たる 気味に て 皿を片 づけて ゐ 

たりし が、 また 手 を やすめて 考 へる。) 

お 菊 よも やと は 思 ふ ものの、 万一 ほんた うに 奥様が 

来る やうで あったら …… 。 え、、 気の 揉める こと ぢ 

や。 たと へ 口で はなん と 仰せられても、 男 はいつ は 

りの 多い ものと やら。 なんとかして 殿様の、 心の奥 

の 奥 を 確かに 見き はめる 工夫 はない もの か。 (思案 

しながら 我 手に 持った る 皿に ふと 眼 をつ ける。) お 

家に 取って は 大切な 宝と いふ この 皿 を、 もしも 妾 



が 打 砕いたら …… 。 (又かん がへ る。) と は 云 ふ もの 

の、 大切な お 道具 を、 む ざ/ \ 毀す は 勿体ない。 

唄 A 雲 さへ 暗き 雨 催 ひ、 故郷の 空 は いづ こぞと、 

ゆくてに 迷 ふ 雁の 声。 

(お 菊 は 皿 を ながめて、 毀 さう か 毀すまい かと 迷 

つて ゐ る。) 

お 菊 え、、 もう 寧 そのこと。 

唄 A しづ 心なく 散り そめて、 土に 帰る か 花の 行末 _ 

しもて 

(この 以前よ リぉ仙 は 下手より 出で 来りて うか > 

ひゐ る。 お 菊 は 思 ひ 切って 一枚の 皿 を 取り、 縁の 

柱に 打ち付けて 割る。 この 途端に、 下の 方に て 「お 



帰り」 と 大きく 呼ぶ 声。 お 仙 は 早々 に 下の 方へ 立 

去る。 上の 方より 庭づ たびにて 十 太夫 足早に 出 

づ。) 

十 太夫 ぉゝ、 もうお 帰リぢ や。 (下の 方へ 行かん と 

してお 菊 をみ る。) お 菊、 まだ そこに 居った のか。 や 

お 皿 を どうぞ 致した か。 これ、 お 菊。 (あわてて 縁 

に 上る。) や、 大切のお 皿 を 真二つに …… 。 こ、 こり 

や 何う いたした のぢ や。 仔細 をい へ、 仔細 を 申せ。 

(十 太夫 はお どろき 怒って 詰めよ る。 お 菊 は 黙つ 

て 手 を ついて ゐ る。) 

十 太夫 え、、 黙って ゐては 判らぬ。 こ、 こり や 一体 



どうしたの ぢゃ。 さっき も あれほど 申 聞かせて 置い 

たに …… 。 かやうな 粗相 を 仕出来して は、 そちば か 

りで はない、 この 十 太夫 もどの やうな 御 咎め を 受け 

う も 知れぬ。 こり や 飛んでも ない ことに 相 成った ぞ。 

(十 太夫 も 途方に 暮れて ゐる ところへ、 奥の 襖 を 

あけて 青山 播磨 つかく 出 づ。) 

十 太夫 お帰り 遊ばし ませ。 御出迎 へと 存じ ましたる 

ちんじ しゅったい 

処、 おも ひも 寄らぬ 椿事が 出来 いたしまして、 失礼 

御免く ださり ませ。 

播磨 思 ひも よらぬ 椿事 …… 。 (打 笑む。) 十 太夫が 又 

なに か 狼狽へ て 居るな。 あわて 者め。 は、、、、、。 



十 太夫 いや、 あわてずに は 居られ ませぬ。 殿様、 こ 

れ 御覧く ださり ませ。 (皿 を 指さす。) 

播磨 (割れた る 皿 を 見て おどろく。) や、 高麗の 皿 を 

真二つに …… 。 誰が 割った。 (怒る。) 

お 菊 わたくしが 割りました。 

播磨 菊、 そちが 割った か。 (かんがへ て。) 定めて 粗 

相で あらうな。 

お 菊 はい、 恐れ入りまして ござり まする。 大切な お 

皿 を 損じました は、 わたくしが 重々 の 不調法、 どの 

やうな 御 仕置 を 受け ませう とも 決してお 恨みと は存 

じ ませぬ。 



播磨 ぉゝ、 先づ 以て 神妙の 覚悟 ぢゃ。 青山の 家に 取 

つて は 先祖伝来 大切の 宝で は あるが、 粗相と あれば 

深く 咎める わけに もま ゐ るまい。 以後 はきつ と 慎め 

よ。 

お 菊 はい。 ありがたう ござり まする。 (安心して 喜 

やヽ ノ 

J ) 

こんせき 

播磨 幸 ひ 今夕の 来客 は 水 野 殿 を 上客と して、 ほかに 

七 人、 主人 を あはせ て 丁度 九人ぢ や。 皿が 一枚 かけ 

て も 事 は 済む。 なう、 十 太夫。 

十 太夫 左様で ござり まする。 しかし 御 客人の 御 都合 

は 兎 も あれ、 折角 十 枚 揃 ひました る 大切の 御 道具 を、 



一 枚 欠き ましたる 不調法 は、 手前 も 共に おわび 申 上 

げま する。 

播磨 (打 笑む。) いや、 いや、 心配いた すな。 たと ひ 

先祖伝来と は 申せ、 鎧 兜 槍 刀の たぐ ひとは 違うて、 

所詮 は 皿 小鉢 ぢゃ。 わし は 左の み惜 いと も 思 はぬ。 

しかし 昔 形 気の 親類 どもに きこえる と 面倒、 表向き 

は 矢 はり 十 枚 揃うて ある ことに 致して おけ。 

十 太夫 は あ。 

播磨 御 客人 もやが て 見える であらう。 座敷の 用意 万 

端と、 V こほりな く 致して 置け。 そち は 名代の 粗忽者 

ぢゃ、 手 落の ないやう に 気をつけい。 



十 太夫 委細 心得て をり まする。 万事 手ぬ かりのない 

害と は 存じて 居ります るが、 ではもう 一 度 念のため 

に、 御座 敷 を 見廻って まゐ ります る。 御免く だされ。 

(十 太夫 はそゝ くさと 再び 庭 伝 ひに 上の かたへ 去 

る。 お 菊 は 残る 四 枚の 皿 を 箱に 入れる。) 

お 菊 とんだ 粗相 をいた しまして、 なんとも 申 訳が ご 

ざり ませぬ。 (手 をつ く。) 

播磨 はて、 くどう 申すな。 一 度 詫びたら それでよ い。 

まこと を 云へば 家 重代の 高麗 皿、 家来が あやまって 

砕く 時 は 手 討に する が 家の 捉ぢ やが、 余人 は 知らず、 

そち を 手 討になる と 思 ふか。 は、、、、、。 砕けた 



皿 は 人の 目に 立たぬ やうに、 その 井戸の なかへ 沈め 

てし まへ。 

お 菊 はい、 はい。 

(お 菊 は 嬉しげ に 起って、 先づ 皿の 箱 を 縁 さきに 

持ち出し、 更に 欠けた る 皿 を 取りて 庭に 降り、 上 

の 方の 井戸に なげ 込む。) 

お 菊 では、 わたくし もお 勝手へ 退り まする。 

(皿の 箱 をかゝ へる。) 御免く ださり ませ。 

(下の 方へ 行き かゝ る。) 

播磨 待て、 待て。 左様に 逃げて まゐ るな。 勝手の 用 

は ほかの 女 どもに 任して 置いて、 まあ こ、 で 少し 話 



して ゆけ。 

お 菊 はい。 (嬉しげ に 縁に 腰 を かける。 播磨も 縁 さ 

きに 進み出る。) 

播磨 母から 此頃 にたより はない か。 

お 菊 この 一 月 ほどなん のた よりも 聞き ませぬ が、 大 

方 無事で あらう と 存じて をり まする。 

播磨 親 ひとり 子 一人 ぢゃ、 いっそ 此の 屋敷 内へ 引取 

つて はどう ぢ やな。 母 は 屋敷 住居 は 嫌 ひかな。 

お 菊 いえ、 嫌 ひで は ござり ませぬ が、 母 を 御屋敷へ 

連れて まゐ ります るに は、 なにも 彼 も 打明けね ばな 

り ませぬ。 



播磨 なにもかも …… 。 (打 笑む。) 隠す こと はない。 

母に も 打明けたら よいで はない か。 

お 菊 でも …… 。 それ は …… 。 (恥 かしげに うつむ 

く。) 

播磨 恥 かしい か。 もう 斯うな つたら 誰に 憚る こと 

もない。 天下の 旗本 青山 播磨を 婿に きめ ましたと、 

母の まへ で 立派に 云へ。 

お 菊 云うても 大事 ござ リ ませぬ か。 

播磨 そちの 口から 云 はれず ば、 母 を 兎 も かく も 屋敷 

へ 連れて ま ゐれ。 わしから 直々 に 打明けて 申す わ。 

若し その 時に、 母が 播磨を 婿に する は 不承知 ぢ やと 



申しても、 そち は 矢 はりこ、 に 居る であらうな。 

お 菊 たと ひ 母が なんと 申し ませう とも …… 。 

播磨 いつまで もこ、 に 居る か。 

お 菊 はい。 

き つ 

播磨 それ を屹と 忘る ゝ なよ。 

(二人 は 顔 を 見 あはせ て 打 笑む。 上の 方よ リ十太 

夫 足早に 出 づ。) 

十 太夫 殿様。 その 菊と 申す 女 は 重々 不埒な 者で 

いきま 

ござり まする。 (敦圉 いて 云 ふ。) 

播磨 なにが 不埒 ぢゃ。 皿 を 割った の は 粗相と 申す で 

きょくじ 

はない か。 それとも まだ ほかに 何 か 曲事 を 働いた か。 



十 太夫 いや、 粗相と は 云 はせ ませぬ。 

播磨 はて、 騒ぐな。 ど うぢ や、 菊。 十 太夫 は あの や 

うに 申して 居る が、 よも やさう では あるまい な。 は 

つきり と 申 開き をいた せ。 

お 菊 (胸 を据 ゑて。) 実は 御用 人様の おっしゃる 通り 



播磨 わざと 自分の 手で 打 割った か。 

お 菊 はい。 

播磨 むゝ。 (十 太夫と 顔 を 見 あはせ る。) さりと て 気 

が 狂うた とも 思 はれぬ。 それに はなに か 仔細が あら 

う。 わしが 直々 に 吟味す る。 十 太夫 はしば らく 遠慮 



いたせ。 

十 太夫 いや、 はや、 呆れた 女で ござる。 こり や、 菊 



播磨 (じれる。) よい、 よい。 早く ゆけ。 

(十 太夫 は 上の かたに 引返して 去る。) 

播磨 こり や、 菊。 そち はなん と 心得て、 わざと 大切 

の 皿 を 割った。 仔細 を 申せ。 (物柔 かに 云 ふ。) 

お 菊 おそれ 入りまして ござ リ まする。 

播磨 最前 も 申す 通り、 その 皿 を 割れば 手 討に 逢うて 

も 是非ない のぢ や。 それ を 知りつ、 自分の 手で、 わ 

ざと 打 割りし と あるから は、 よく/^ の 仔細が なく 



て はなるまい。 つ、 まず 云へ。 ど うぢ や。 

お 菊 もう 此上 はなに をお 隠し 申し ませう。 由ない わ 

たくしの 疑 ひから。 

播磨 疑 ひとは なんの 疑ひぢ や。 

お 菊 殿様のお 心 をうた が ひまして …… 。 

(播磨 はだ まって お 菊の 顔 を 睨む。) 

ちょっと 

お 菊 この あ ひだ も、 鳥渡お 耳に 入れました 通り、 小 

石 川の 伯母 御 様が 御 媒介で、 どこ やらの 御屋敷から 

奥様が お 輿入れになる かも 知れぬ とい ふお 噂、 あけ 

て も 暮れても それば つかりが 胸に つかへ て …… 。 恐 

れ ながら 殿様のお 心 を 試さう とて …… 。 



播磨 む、、 それで 大方 仔細 は 読めた。 それに 就いて 

この 播 磨が、 そち を 唯一 時の 花と ながめて 居る か、 

但し は、 いつまでも 見捨てぬ 心 か。 その 本心 を 探ら 

うため に、 わざと 大切の 皿 を 打破って、 皿が 大事 か、 

そちが 大事 か、 播 磨が 性根 をた しかに 見届けようと 

致した ので あらう。 菊、 たしかに さう か。 

お 菊 はい。 

播磨 それに 相違ない か。 

お 菊 はい。 

(播磨 は 矢庭にお 菊の 襟髪 を 取って 縁に ねぢ 伏せ 

る。) 



播磨 ぇゝ、 おのれ、 それ 程までに して 我が 心 を 試さ 

うと は、 あまりと 云へば 憎い 奴。 こり やよ く 聞け。 

天下の 旗本 青山 播 磨が、 恋に は 主家 来の 隔てな く、 

召 仕への そちと 云 ひか はして、 日本中の 花と 見る は 

りつぎ 

わが 宿の 菊 一輪と、 弓矢八幡、 律義 一方の 三 河 武士 

がた、 V 一筋に 思 ひつめ て、 白 柄 組の つきあ ひに も吉 

原へ は 一 度 も 足ぶ みせず、 丹前 風呂で も 女子の さか 

づき は 手に 取らず。 かたき 同士の 町 奴と 三日 喧嘩せ 

ぬ 法 も あれ、 一夜で も そちの 傍 を 離れまい と、 かた 

い 義理 を 守って ゐる のが、 噓ゃ 偽りで なること か、 

つも 

積って みても 知る ゝ害。 なにが 不足で この 播磨を 疑 



うた ぞ。 

(お 菊の 襟髪 をつ かんで 小突き ま はす。 お 菊 は 倒 

れ ながらに 泣く。) 

ゆる 

お 菊 その 疑 ひももう 晴れました。 お 免し なされて く 

ださり ませ。 

播磨 い、 や、 そちの 疑 ひ は 晴れよう とも、 うたが は 

れた播 磨の 無念 は 晴れぬ。 小石 川の 伯母 はおろ か、 

親類 一門が なんと 云 はう とも、 決して ほかの 妻は迎 

へぬ と、 あれほど 誓うた をなん と 聞いた。 さあ、 確 

と 申せ。 なにが 不足で この 播磨を 疑うた。 なに を 証 

拠に この 播磨を 疑うた。 



お 菊 お まへ 様のお 心に 曇りの ない は、 不断から よく 

知って ゐ ながら も、 女の 浅い 心からつ い 疑うた はわ 

まっぴら ごめん 

たくしが 重々 の あやまり、 真平 御免く ださり ませ。 

播磨 今と なって 詫びよう とも、 罪のない もの を 一旦 

疑うた、 おのれの 罪 は 生涯 消えぬ ぞ。 さあ、 覚悟し 

て それへ 直れ。 

(播磨 はお 菊 を 突き放して、 刀 を ひき 寄せる。 下 

やっこ 

の 方より 庭づた ひに 奴權次 走り出 づ。) 

權次 もし、 殿様 しばらくお 控へ 下さり ませ。 さっき 

そつ 

から 物 蔭で 窃と立 聞き をして 居りましたら、 お 菊 ど 

のが 大切のお 皿 を 割った とやら、 砕いた とやら、 そ 



(時の 鐘き こ ゆ。 お 菊 は 箱より 恐る く 一 枚の 皿 

を 出す。 播磨は その 皿 を 刀の 鍔に 打ち あてて 割る 

に、 お 菊 も權次 もお どろく。) 

播磨 それ、 一枚 …… 。 菊、 あと を 数へ い。 

お 菊 二 枚 …… 。 

(お 菊 は 皿 を 出す。 播磨は 又もや 打 割る。) 

播磨 それ、 二 枚 …… 。 次 を 出せ。 

お 菊 三枚 …… 。 

(播磨 はまた 打 割る。 權次も 思 はずの び 上る。) 

權次 お、、 三枚 …… 。 

播磨 次 を 出せ。 



お 菊 四 枚 …… 。 

(播磨 は 又もや 打 割る。) 

播磨 四 枚 …… 。 もう 無い か。 

お 菊 あとの 五 枚 はお 仙 殿が 別のお 箱へ 入れて 持って 

まゐ りました。 

播磨 む、。 播 磨が 皿 を惜 むので な いのは、 菊に も權 

次に も 判った であらうな。 青山 播磨は 五 枚 十 枚の 皿 

を 借んで、 人の 命 を 取る ほどの 無慈悲な 男で ない。 

權次 それほど 無慈悲でないなら ば、 なんでむ ざく 

御成 敗 を …… 。 

播磨 そちに は 判らぬ。 黙って をれ。 しかし 菊に は 合 



点が まゐ つた 害。 潔白な 男の まこと を 疑うた、 女の 

罪 は 重い と 知れ。 

がてん 

お 菊 はい、 よう 合点が まゐ りました。 このうへ は ど 

の やうな 御 仕置 を 受け ませう とも、 思 ひ 残す こと は 

ござり ませぬ。 女が 一生に 一度の 男。 (播 磨の 顔 を 

見る。) 恋に いつはり の 無かった こと を、 確かに それ 

と 見き はめましたら、 死んでも 本望で ござり まする _ 

播磨 もし 偽りの 恋で あったら、 播磨も そち を 殺し は 

せぬ。 いつはり ならぬ 恋 を 疑 はれ、 重代の 宝 を 打 割 

つてまで 試されて は、 どうで も赦す こと は 相 成らぬ _ 

それ、 覚悟して 庭へ 出い。 



(お 菊の 襟髪 を 取って 庭へ つき 落す。 權次は あわ 

てて お 菊 を 囲 ふ。 播磨は 庭下駄 を はきて 降り 立つ。 

—— ) 

播磨 權次。 邪魔す るな。 退け、 退け。 

權次 殿様。 女 を 斬る とお 刀が 汚れます る。 一 旦 柄へ 

かけた 手の 遣り場がない とい ふなら ば、 お、、 さう 

ぢゃ。 あれ、 あの 井戸端の 柳の 幹で も、 すっぱりと 

お遣りな され ませ。 

播磨 馬鹿 を 申すな。 退かぬ とおのれ 蹴 殺す ぞ。 

(權 次が 遮る を 播磨は 払 ひ 退けて、 お 菊 を 前に ひ 

き 出す。 ) 



權次 え、、 殺生な 殿様 ぢゃ。 お止しな され、 お止し 

なされ。 

(權次 また 取 付く を 播磨は 蹴倒す。 お 菊 は 尋常に 

手 を 合 はせ てゐ る。 播磨は 一 刀に その 肩先より 切 

り m\ す 1 

權次 お、、 たうとう 遣って おしま ひなされ たか。 (起 

き 上る。) 可哀相に なう。 

播磨 女の 死骸 は 井戸へ なげ 捨てい。 

，次 は あ。 

(權次 はお 菊の 死骸 を だき 起す。 上の 方より 十 太 

夫 は 灯籠 を さげて 出 づ。) 



十 太夫 ぉゝ、 菊 は 御手 討に 相 成りました か。 不憫の 

やうで ござります るが、 心柄 いたし 方 も ござ リま 

せぬ。 

權次 殿様お 指図 ぢゃ。 (井戸 を 指す。) 手伝うて くだ 

され。 

十 太夫 これ は 難儀な 役ぢ やな。 待て、 待て。 

(十 太夫 は 袴の 股 立 を 取り、 權 次と 一 緖 にお 菊の 

死骸 を 上手の 井戸に 沈める。 播磨は 立ち寄って 井 

戸 をの ぞく。 鐘の 声。) 

播磨 家 重代の 宝 も 砕けた。 播 磨が 一生の 恋 も ほろび 

た。 



(下の 方より 權六 走り出 づ。) 

權六 申 上げます。 水 野 十 郎左衞 門 様 これへ お越しの 

途中で 町 奴 どもに 道 を 遮られ、 相手 は 大勢、 なに か 

彼 やと 云 ひが かり、 喧嘩の 花が 咲き さう で ござり ま 

する 

權次 む、、 そんなら まだ 先刻の 奴等が、 そこらに う 

ろ つ いて ゐ たと 見えるな。 

播磨 よし、 播 磨がす ぐに 龃け 付けて、 町 奴 ども を 追 

ひ 散らして くれる わ。 

(播磨 は 股 立 を 取りて 縁に あがり、 承 塵に かけた 

る 槍の 鞘 を 払って 庭に かけ 降りる。) 



十 太夫 殿様。 又しても 喧嘩 沙汰 は …… 。 

播磨 やめい と 申す か。 一 生の 恋 をう しなうて …… 。 

(井戸 を 見 かへ る。) あたら 男一匹が これから は 何 を 

して 生く る 身ぞ。 伯母 御の 御 勘当 受けう とま ゝ よ。 

八 百 八 町 を 暴れ あるいて、 毎日 毎 晚暄曄 商売。 その 

手 はじめに …… 。 (槍 を 取 直して。) 奴。 ま ゐれ。 

二人 は あ。 

(播磨 は 足袋 はだしの まゝ に走リ ゆく。 權次權 六 

も身づ くろ ひして 後に っゾ く。 十 太夫 は あと を 見 

送る。) 



(大正 五 年 一 月) 
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